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１ テーマと領域の本質

持続可能な社会づくりの担い手として、自己の生き方を問い続ける

実社会や実生活の中から問いを見いだし、よりよい課題解決に向けて、各教科
本 質 等の特質に応じて育まれる見方や考え方を総合的に活用して、自分自身の生き方と

関連付けたりして捉えて考えたりしながら、物事の本質を探って見極めようとする
こと。

２ 各学年の学習のゴールと探究のプロセス

◎ １年生のテーマ 「社会貢献と立志」
～将来の夢や働く意義とは～(問い)

○ １年生の目指す姿
働く意義を知り、自分の生き方を幅広く考え、社会の一員としての自分たちができることについ

てのレポートを作成し発表している。

１年生の探究のプロセス

① デザイン思考について理解する。
② プロトタイプのつくり方を理解し、仮プロトタイプを作成する。
③ ｢DOVE ACADEMY｣では、デザイン思考の概要や、作成した仮プロトタイプについて発表する。
④ 企業ガイダンスに向けての準備をする。
⑤ 職場体験に向けての準備をする。
⑥ 職業人の生き方を学び、研究レポートに（新聞）にまとめる。
⑦ 啐啄の行事では、今までの研究を通して考えた「なりたい自分の姿」について発表する。
⑧ 連携企業の調査など、次年度の研究に向けての準備をする。

※デザイン思考とは、身近な人や事象から仮説を考え、試行錯誤を通じて仮説を生成、検証していく
考え方のことである。具体的には、「さぐる」「きづく」「ひらめく」「つくる」「ためす」のプ
ロセスを通して作って試してから、もう一度仮説を考え直すところを何度も行い、３０点から４０
点へ、４０点から５０点へと徐々に質を高めていくことが特徴である。

◎ ２年生のテーマ 「デザイン思考をもとにした実現可能な提案とは」(問い)
～秋田（地域）の現状の把握と活性化に向けて～

〇 ２年生の目指す姿
身近な企業との連携から秋田の活性化に対して興味・関心を高め、デザイン思考をもとにした提

案をしている。

２年生の探究のプロセス

① デザイン思考について理解する。
② 連携企業を確認し、グループ編成を行う。
③ 研究の見通しをたて、デザイン思考の流れに沿った提案を考える。
④ 作成したプロトタイプを連携企業に提案し、新たな課題を発見する。
⑤ ③④を繰り返し、「DOVE ACADEMY」では、連携企業を媒体とした秋田の活性化案について

プレゼンテーションする。
⑥ 学習旅行での自主研修計画を作成し、事後にレポート（新聞）としてまとめる。
⑦ 学習旅行レポート学年発表会に向けた準備・練習を行い、実施する。
⑧ 次年度に向けて課題を洗い出し、グループの再編成等を行う。



◎ ３年生のテーマ 「デザイン思考をもとにした実現可能な提案とは」(問い)
～提案の実現と地域への貢献～

○ ３年生の目指す姿
「自分たちの提案を実現する」ことにより、これからの「生き方」にも影響を与え、持続可能
な社会づくりに参画しようとしている。

３年生の探究のプロセス

① デザイン思考について理解する。
② 秋田の活性化に向けて自分たちが決めたアイディアを基にグループ編成を行う。
③ 研究の見通しを立て、デザイン思考の流れに沿った提案を考える。
④ 提案に関係する企業にと連携し、新たな課題を発見する。
⑤ ③④を繰り返し、「DOVE ACADEMY」では、自分たちが提案した秋田の活性化案について

プレゼンテーションする。
⑥ 個人で研究の概要をまとめる。

◎総合的な学習の時間のイメージ

持続可能な社会づくりの担い手として、自己の生き方を問い続ける

【自ら問いを見付ける力】 【自ら問い直す力】 【自ら振り返る力】

研究を深めるために、自ら必要な 他とは違う視点や、自分たちなら 実践活動により得られた成果や

ことを考えて調べ、気付いたこと ではの表現方法を取り入れて課題 批評等を踏まえ、自分の考えを

を臨機応変に取り入れ行動に移す を追究したり、発信したりする力 より深く掘り下げるために調べ

力（自発性） （独自性） たり、新たな課題を見付けたり

する力（発展性）

１年生 ２年生 ３年生

〇職場体験（１２月） 〇秋田中学生活性化選手権（１０月） 〇目指したい理想の
〇啐啄の行事（２月） ○学習旅行 生き方のまとめ

働く意義の追究 違う視点での提案 提案の実現
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１年生 ２年生 ３年生

デザイン思考の概要 連携企業への提案 卒業論文の作成

【自己内対話をし、新たな考えをもつ力】 【実現可能な提案と 【実現できる提案をする力】

（自発性） 相手を意識して発表する力】 （発展性）

（独自性）


